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おいて基ホ間係% ( 2.1.1 )は































｜ ２ ３ ４































































































　ＢＫ〔士じ２． ｔ b 2k+i〕( ^ = 0,1.2, , n-1 :)　に於て




























　に解析的に写像さ5H ;5 . Ufe . Fi?における局吋変散と　　　　　　．
























































































































































































































































　によって結ばれて（Xるものとしてl.式( 2 1, 22)或は式( 2.1.23)乏炭換
　す淑ぼ次式と得る。
或は






































































かぶ) = 10 1・S,oり+ H""-1 cosh urcp)|'}
阻ｔ域に於｀てはIHcosh Ｗ(P)12頴･１　であるから






















Ａ(町゛l o l °310{4十H2ドバjらLj}ﾄﾞｷ　　　　　(2.1. 34)
と呑わさ政る。然かるに　Ｌ＝戸。/34　は極めてﾉ1ヽなる値で･あっ二，誦怜10-３
乃至４０-５程度の値巧ある。（ム２ １０一白売血）小さいＬに対しては








Ae- 6.0 2晶　( 2,1. 30)
と激わされる．但しRe ur　かａｍ　に拉づけぼ(2. 1.35;･の血似式は戊宜しな


























it (2. A. 2S:>によっ可川打ま々正しく計罫さ片曜とき．次式で表わさ出局桁数ま
で計算しK: gくP）を求めねぼ’なら永い．



























4ﾀ’自乗一次変mt' ( 2 1.24)により｛ぐ（λ）94（-λ）3　の因数分解式（2･ 1
　2了)2 C 2.1.28)の如くして　り（P）がづり　芒末める・　９（?）は次式で見
　出される．






















































































































































































－ － － 一 一 －
















































































一心02 - Ae　　( 2.2.15:)
旧く尺
１
一 一 一 一 －
- － － － － － －
- － － － － －
一 一
－ －





































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 2. 2. 23)
と衷わされるものとす剌ば，叙Ｐ)は次のや４衷畑される。
　　　FI(P)゛P2゛1十≒バ2(n‘‾％ﾋ祐２' P2(”‾2y－'‘'十ﾋ)lp2十♭。






















一 一 － － －



















す淑ぽ≒げ(λ)については式(2,223)の如く汲わさ)れ^ ( 2, 2.25:によ
りん(P)に浙換することび出来る．好仇)についでは,吋(几)好(一入｀）（7）




















( 2, 2 2<i )
か得られゐ。Ｘはだ乙ぺ乙１なる仕怠の定数であり，入面の無限茲点がＰ面の点
士ｊびヽに写像されているのて?ある。
　:!!^ ( 2,2, 2ぶ〉によって実敗面p ( = 8"t j wj >における双数特在Å（田）は
次式で求めりれる。
































































































　0 , zl T, =奇数　の斑合丿晋マ’ある．恢って式( 2,2.34ハ峨血する．
　（証終り）
今且掻域における減衰萍爪の数をト　とすれば，上の趙助定理及次穴理２より























































































































ヽ　　　　　　ぴ２ぐp; = ( p十F4）・かP）　　　　　　　　（2､2.43)

































































i - - S －
































































































































　0, 154<548 5 34-









　　　　　－λ１０ × 3,2218 2了２０Ｓ■572 1 ｙ １０４
　　　　　Ｈ一几8×3.335-839?3<:^75L9 8 ｙ １０４
　　　　　一几くX　1.4ぶ4 720738 SJ013〉く１０４
　　　　　十ん４〉< 2.<^1 3 041974 055- Ｘ１０３
　　　　　　一八2 X 1440ぶ７ぶ５０４緋
　　　　　　寸1.0
　　　　＝乙矛一12.4 57008 29 59 57 931948:)
　　　　　　｀バλ12- 2.727845^0441 1831 0 54が十2/9348484071ろ425182入8
　　　　　　　－リ582ぷ,9705瓦％％M5が十2,04ぶ05(544.03145矧〕88 ;^ 10"''か




















　0.023 B775 885? 2ぶ４００５
-0.077 2984 6341 1398 8
- 0.440 2305 c<892 2401 ５
－リIT 7147 5053 02帽








































































　だ= 0.080 <^9 1ぶ４２　　府＝　２０
　川o= 12.39 2857 24-　　　ａ,２＝oお５認15 8?8と7081 740 ×１０'２
　?)1,= 13･了0805 41　　　Q-12 = 0.535　0051　9440　2022　ヨ25川O｀2
　711,=■0.434 3483　77　　　　0ヽ12 ゛1.232　5266　4326　0524　806





λ8　; 1.394ぶ２４３ 0692 5481　リ６６
戸　･. 3.312 4150 9273 4030　042　× １０‾１
λ４　； -7.993 778? ６くＳ？8 0079 725　ｙ １０‾２





　　･･（ズ２十3.527 6?00 3175 9が4 χ10‘!X + 5.<S948873 5051 517 × 10‾勺
　　　回ズ^i-3.925 2625 64 67 7209X10°うＸ＋77?9507了81ぶ1 1268芦10‾５）
と．）（（が-2.235 171？ 9640 0?70･ズ十1,555 1701 4815 7936 ）
　　×収２- 2,1ぶO9039 2920 857･ズ十1.1T3 5029 0003 竹９）





　部P）ニ（Ｐ寸2,2り6423 2924 3935 93り（Ｐ十〇.107 5919 -^139 5360 50牟）
　　　　　（P2十〇,022 3385 84 57 4540 69 卜Pt 0.005 0195 8116 4銘0 2514)
　　　　　（P2十〇1.107 4認8 4321　2989 04<$, p +0,007 8512 6812 ０５ぶ03?ア7）
　　　　　（P2十〇.450 4979 188ぶ　03?080かｐ刊.244 1252 769S 66]7 741 )
　　　　　印叫0.074 1A16 Mil T06T 8ぶ４･p +1.082 7242 1741 皆７０１４２）
　削P）＝卵8＋1.565て129 9850 1765 5,^0･が+ 5545 1736 74?7 2(581 ｙ7×10‾!P4
　　　　　　　-f 1..612 1978 8了53 2454 428刈O’?戸十8.588 6＆8 9149 7799 919<S3:)
　　　　ドP2－ 0.U7 <i135 817乙10647）
　或は








　　　　　　p8　；　1,418 0994 1ぶ74 0700 8ぶ0
　　　　　　戸　；　3.d34 51胚　3773 5^59 ?21 × 10-1
　　　　　　P4　".-7,化４ 4977 9071　0325 329　× 10‾2
　　　　　　叶ズー2ヽ293 9363 77?4 了899　555× 10弓












　　　　チ（P｀）＝　4p2十1,195 924-0 876 7リ〇-３）

















Ｕ95 9240 8761 × １０°３
= 1,2引O□6 2947 ?4
■?/ = 1.323 8043 2315 9<<8














































































































































































































従って/X（λ）jiy 6ぽ）が式(2.3.5) tHしているかき’り式( 2.3. 14)り全
ての硬における留敦は１である．







































逗ひ・R. k. 0くﾆによって晨わされた多調式Ａ（λ）．Ｂ（λ）を( 2,3.5 )に
代入して:両辺の孔の同次のものの系数き荊辱しくおヽくことにより. R, CK;及
びａロに関十る仙洞の係荻方程式の既
　　　　　‰（肌Ｖ町，叫）-＝〇　　Ik- 1,2,-…一一.＼!＼)　に, 3.1] )
力り可りれる．　剛一１個の未定侭紋Ｒ及び’区i（に12,-･-，r･1-2)に対して






























































































































　戒蓉極を２仰有する烏合，即ちT＼; ( 2.3.1 )に於ヽで朋＝２の腸合２孝久よう。
































































































































一 0. 1 2 7 2
一了ぶー
　　　　が（λ）－λ8り,0
　　　　　　　　十分.　8.ぶ４２ 374 1　５４７了0848 ３２３
　　　　　　　　十が■ 9.18 ５ (£539 8538 弓５り２９３
　　　　　　　　十が･0.ざ０８７ぶ５４２ ２回５ろぶ化67ぶ
　　　　　　　　寸　　0005竹ぶ2152 ９ヰ37 7109 162
　さて|困幻より基本力｀程式と解き，ん平11からＰ平面に変祷十れば9（P）・かP）
-f(p)が水まる．ｔの結果は次の如く々ある．（促しAe ° 15c)b )





　　nP）ヽ=-P2（呼十〇17170 ?55 88235294 20了）（叶十〇.BB20ｙ2500000000）
　　9（P）゛（P2十c出2? 1824 4023 2021752-p十〇j28 2226714175498933 ')
　　　　　　(p'^i- Q07232 8257 0356 2?Oリ４･ｐ十0.2753 0758417^8387433)
　　　　　　けH 0.693687ぶ3 9200が割４４･p t 2103 39780ろ56 5047525)
























































































































































































































































































































であり, (3.1.1ぶ）〔3. 1.17〕( 3. 1.18) ( 3.1.1?）の諸式｀より
　　　2(n,ダHr) = 2りＬ十八十和ヤ゛ぴＲオダそぶ）十八g十凪ス　ロ.1.2O
又(3. 1.15 ) C 3.1. 21)かヽら
N = 2(n,-几一ひ1.）＋（ｂ－み一偽）-ﾀﾞLにがLR (3. 1.22)
　さて仮足|゛より茅ヽ件i）か６ｋ，呪＝Ｏ　≪(4- il)からね，ひｇ＝Oヌ条件lO

































































































































a(Pつ･ci(P) - bcp)- CCp)゛戸(P)































































































　：さて　リアタタンλ皿端子佃の縦続マトリ・,･クスは式( 3,1. 28 )で･与えら帆，

























































































































































































































































































































































































































































　式( 3. 2. 1 0 )の右辺の残留マトリッタスにおいては原点の減寂極が１個取
除かれ・且♭（P）の原点における零点右１個取除かれているが他の零釦ま不裂
である．供って残留マトリヽツクスに対しても筆件（5.２,6）が戊立.している．



























































































































































































































































































































少ぺと６１個のaft (kこｰ（り）ご…■. a-n )について成立する串は。りアク
タンス梯子回路構成の瓦めの必要条件である。即わりアクタンス祁子回路構成を








































































































































































































































































　　　　　ｃ（P:) = C (p) - C･Ｐ･ａぐP）
　　　　　よ（叫゜d cp:) - c- pう（叩　　）　　　　　　　　　　（3.3丿ｏ）
式（５･3･?）の右辺の残留てトリックスの渠２行Ｃ’（F≒ぶ（P）は式（ヨノう.Ｄ
















C (p) = ( pり喊卜c'(p)
d（P）゛（P≒低）’J’（P）
a’（P）＝゛（雫万万勺）

































－ ㎜ ・ － Ｗ 二 Ｗ














































































































































退会 筒　　　　　紋 汲敦（師の夕現ぢとみ戻す） 系　　子　　価
























































































I 〃 - ● 吻





















一 一 一 一
－ － － －
第3.化図
－ - - 二 － ･ - ● -
最小規帷肢愕戎沙浹斟の分解課休
－ 一 一 一 一 ･
‘｀‾^゛'“l
寸
一 一 一 一
























































































































































































とふり武（5､B. 20 :> ^ &･ pI'( 3. 3､２１）より次式色埓る．但しQfe = oo (fe>M)
とする、



















































































－ ・ ４ － － －









































































































































































































































































































































































川ご＝８,１１０３叩0 8910 8?10 891
棚;＝　2,2了8 3908 8<$43 <<454　25B
1)1^= i8.,iO 998引ﾌT05 3880 3乃
　-3
mここ　41,＆52ろ59 292S 0記５　ぶ５２
m'' = 63.59 5802 43椚　22<^5　388
　-l
mrこ0,700 1893 5"40? 2152　３2４
好





(kl =■0,024 59-88 3040 9ﾖ56 725
　-2
Qこ＝　0,0 15 9755　121 1　3引7　377
回＝3,335 4385 ％碧1228　0引












? ? ? ―
1｡0
2､94と42S6 6262 2754 800
2.S65 554B 7002 4170 235
1,122 0307 3713 7005 07？































　　－５､２９２ 8569 2524 5509 ６００
　　12.13 ４乙?２ 4385 ６２００ ３１５
　　－
　　15.S2 ３ぐ
　　12,9d <<092 1 385 5027 ９０？
　　一乙９７２ 2825　8171　8881　ぶ73
　　2.49? 2288　345<i 02ぷＢ　881
　　こ％２ 1085 7407 2656　２１∠１　×１０‾１
　　９．３ぶ１　2942 ０５ざ４ ８９２‘５２２ぶ　Ｘ １０‾２
　　－
　　?.300 ０７４０ ９５１ぶ2827　ぶ48　芦１ ０ ゛’３
　　り,?22 430ぶ99^3 ８ぶ００　５割　Ｘ　１０″’４
　　2.021 7830 47 98 ぶ４８７ ６８ぶ）（10-5
　　4.317　６８２０ 2<^31　８ｙ

















　0.005 ０?００ ２?９ ４　5284　７３Ｓ
- 0.039 ４ぶ９ぶ7041　１ １∠↓∠１　０２
-0.135 000? 引５２ ０ぶ４１　１
- 0.394 B73<^　322 1　４３３ど
- 0.93了0055　3954　152S ５
- 1647 ９ぶぶS　26ぶ０ 2342
- 2,138 ４４０２ ｄ０２ぶ　9660
0,000　1688 4824　899 5　330
0,000 0M 3 0489　2155　2?2
0.001　ぶ284　002ざ　737 0ぶ51
0.012　2849 0239　5743 03































14.24 97 12 99U ３ぶ９３　３ざOぶ
5.273 2003 d228　7514　３２８
10.^9　2468 3673 17 53 5106






0.015 8784 ６９０４8745 ４７１
0.015 9A67 315<5 ２５６２　３７９
-140-












4,99<^ 144 4 T019 ９７ろど32ぶ
10.7ぶ　3993 ４ろ４７０８９ど　２ぶ5ぶ
15,0ぶ70ぶ9 8748 2938　１５う4









































5.310 6?84 7529 3377　424
5,273 2008 622& 7514　328
3.080 7141 663A 0127　ぶ４０
ｔＯぶ08508 281ぶ∠1砧8 935
0.199 703？ 8812　5554 308



































10.214 ?□0 209 9 717(^ 44?
22.331 18ぶぶ547 2 2587 2?2
27.31ざ認28召2ぶぶ刮５誹









































0.754 7344　3308 2043 8ぶ５
0,891 871∠１　８８６５<5824 ２３４
0.5 15 ２･１８５0425 ３ぶ88 14
0.145 9･154と？07　７６０,3 2？4









０､２２２ぶ280 8059 7703 797
0､803 7997 2530 4ぶ６１ ？８０
1.182 <£431 1ぶ60 7552 072
0､?O？(!;4と7 5092 7558 ぶ14
0､38ぶぶ051ぶぶ５？ ４９８? ３６２
０､０８６2517 23ざ５ 7223　１０４

























4.ぶ92 0690 9913 6227 26ざ別Ｏ‘７
－
2.817 0470 0720 321d 308





0.4ぶ2 2744 412 5 4311 ろ5ぶ
いの素子値
ここ
ら= 37. 30 1d94




















0.137 ?343 0472 ５２６ぶ　55
－
0,0了31ぶ２８ぶ了２６０ぶ３８ ３２１




14.10 8193 ８ぶ?ヽ5d125 ,^19




















9.193 ３０剖ぶ５８０ 2380　72 Vic戸
－6.01 １ ０５?４ 277 5ぶ０４５　７０４
０．０００Q006 4373 0254 ４６ど
□)82 0.が０ ８７う･|　召？9　945
8.023 3ぶ１２ 3479 0375 ?０５
0.758ぶ３８０ 479 8 9ぶ33　628
0,引7 4031 2350 0174　ぶ03
な４の素子征
二匹


























1,079 434-1 044 1 -1585 ８２１
－
8.023 B<$12 34.79　0375　９０５
ぶ9.51 97T7 7583 3773 ５Ｓ７








0,000 2％409う9 1482 4?5
0,000 3汐7 2104 0388 280





















を分離する事び朕釆る．従って式■( 3.2. 1 a :>かう










って充全に実現温釆ﾌﾓﾆ。での最終的欠呪回路と規早叱さK rz $.子盛と5 ^ '5.22




















































































































































































































1.38 1 0 Sぐ
11<^7 5207 6７
砿一臨



























0.700 5 207 48
J□27 4'^44 94





! 0ぐ575 00 109ぶ2507 39
2113 8220 44　13.288 9引10?
i 1.009が37 27 匝21 1 8480 81
に口5 19<i3 87　11.352 9665 A?
|｡080 5 187 49　10,018 340ぶ58
－－－－－－－一川……-‥--……-･－一一一一|
臨（一昭　　｜　孔ふづ。
Q0 1 1 40引03　10.710ざ07ぶO7
0,24d 0233 5?　I 0.953 24 d7が
0.2 53 1633 17
0.82と0098 ６２
0.759 48?4 ３５
1.523 9 322 ５８

























10.45^ 875 0 80
|0.7 02 8?84 3?
10.449 735 1 22
!1.275 744り2４


















0.204 0 58 0 225
|□03 834リ5
I 0 243 403リ認
-150-
三火インピーダンス､辰問の計算（琴Ｂ．１０衣による）






























3.8< 5^- 2450 d5
1,?14 5引1 11
2.721 2042 21
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Q.44 1 8807 ざ7































































































































































































































































































































FhanK Ha rn r-yc37ﾀ　が回路詞トポ・ロジーの今俊の最も更要な問題として　祐に
























































































































































































































































































































































































































































( 4. 2.2 ')
゛tl　----･-. e 19 か邸点阪　に接続しP4:　から出る向さとなっている
　　　　　励合
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ら
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　ぼi゜－゛μり＝|足い∩圧T 1 r. ∩I― ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C4.2バ15)
によって末わら収る．
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P2 0 1 0000 1 1
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